
夏休み浜益こどもの居場所

～わらしゃんど・カダレーヤ～

の実施について



経緯

浜益のこどもたちの実態

・父母は二人とも働いている家庭がほとんど。

・隣家との距離が遠く、家に帰った後、友達同士で

集まって遊ぶのが困難

・結果、家で一人でゲームする時間がほとんど

こどもたちが集まれる場所が欲しい！！



検討事項
 実施時期

・まずは試行として夏休み時期に限定して実施

⇒ 7/28（月）から8/8（金）までの平日10日間

時間は８：00（当初９：00）から16：00とした

 実施場所

・浜益コミュニティセンター きらり

⇒ 全面協力をいただけた

 対象者

・就学前児童から中学生まで（就学前児童は保護者同伴）※事前申込制

 担い手

・学校が休業中であるため、教育支援員２名が参加協力を快諾

・地域のアクティブシニアの方々にも声掛けした

・長期休業で浜益の実家に帰省中の高校生１名が参加

・地域おこし協力隊にも業務の合い間の時間で参加いただいた



実施内容

 一日のスケジュール

スクールバス混乗便の登校便（８時くらいにきらりに到着する便）や

保護者の送迎できらりへ集合

↓

中学校部活動が終わるまでは静かな時間を過ごす

（宿題や読書、ボードゲームなど）

↓

部活終了後はホールを開放し自由遊び

↓

お昼ご飯やおやつは各自持参（アレルギーへの配慮）

↓

午後は自由遊びのほか、イベントを実施



実施内容

開催中に実施したイベント

・レトルトカレーの日

・かき氷を食べよう

・クラフト体験（カフェクローバーとのコラボ企画）

・モルック教室

・ダンボールハウスづくり

イベントはいずれも好評！

ダンボールハウスづくりでは、大きな剣を作成するのが大流行

用意したダンボールをあっという間に使い切ってしまいました



反省点

期間中に「津波注意報」が発令

→非常時の対応が確認されていなかった

こどもたちの名前がわからない

出欠状況や帰りの手段がわからない

職員が休憩できなかった

宿題をするためのWi-Fiがなかった

→宿題をする時間に宿題ができなかった

→活動時間の区分けがあいまいになった

保護者への連絡方法について



まとめ

反省点はありつつも、事後のアンケートでは、好評の声が多
く聞かれ、次回開催を望む声も多く聞かれた。

今後も継続することとし、次回冬休み期間で再度実施を検討。

次回に向けては、反省点を改善し、より良い形にしていく。

・氏名の表示 ・出欠状況等の可視化

・災害時対応 ・「静」の時間と「動」の時間のメリハリ

など
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